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　このことについて、下記のとおり開催しますのでお知らせします。

　１　日　時　　令和５年１２月２６日（火）

　　　　　　　　　午後１時３０分から午後３時００分（予定）

　２　場　所　　青森県庁西棟８階大会議室

　３　審議案件

内線

外線

　（１）議案第１号　　弘前広域都市計画道路の変更（青森県決定）について

　（２）議案第２号　　建築基準法第５１条による産業廃棄物処理施設の
　　　　　　　　　　　敷地の位置（八戸市長許可）について

017-734-9681

担当課

第１５１回青森県都市計画審議会を開催します

（当日取材依頼）

記

担当者

電話番号

報道監 県土整備部次長　類家 正剛

都市計画・景観グループ
総括主幹　楠美 一誠

県土整備部　都市計画課
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日　時 令和５年１２月２６日（火）

午後1時30分～午後3時00分（予定）

場　所 青森県庁西棟８階大会議室

（２）議案第２号　　建築基準法第５１条による産業廃棄物処理施設の
　　　　　　　　　　敷地の位置（八戸市長許可）について

第１５１回青森県都市計画審議会次第

１．議　事

（１）議案第１号　　弘前広域都市計画道路の変更（青森県決定）について



【案件】 

（１）弘前広域都市計画道路の変更（青森県決定）について 

 

【概要】 

  弘前広域都市計画道路は、現在８６路線、約１８４ｋｍを都市計画決定して

おり、その改良率は約６５％となっている。 

都市計画道路の多くは高度経済成長期に決定されたものであり、近年の人口

減少や市街地の拡大の鈍化等、社会経済情勢の変化を踏まえた適切な見直しの

必要性が求められている。 

  青森県においても、人口や自動車保有台数が減少傾向であり、県では弘前市

と共同で見直し対象路線の抽出や検証を行うなど、都市計画道路の全体的な

見直しを定期的に行っていたところである。 

今回、見直し結果に基づき、３・３・１０号元寺町向外瀬線、３・４・１号

和徳堀越線、３・４・２号富田千年線、３・４・４号元寺町小沢線について、

以下のように変更を行うものである。 

 

【変更の概要】 

 
名称 

変更前 

変更後 

変更の内容 

備考 

変更前 変更後 

① 
３・３・１０号元寺町向外瀬線 

３・４・３６号元寺町西城北線 

２５ｍ 

４車線 

１６ｍ 

２車線 

起点から３・３・８号までの幅員を変更、３・

３・４号から３・３・８号までの車線の数を変更 

② 
３・４・１号和徳堀越線線 

３・４・１号撫牛子堀越線 
約９、０８０ｍ 約８，７８０ｍ 起点部の約３００ｍを廃止 

③ 
３・４・２号富田千年線 

３・４・２号富田広野線 
約２，９９０ｍ 約２，８６０ｍ 終点部の約１３０ｍを廃止 

④ 
３・４・４号元寺町小沢線 

３・４・４号元寺町大原線 
－ － 

起点から３・４・６号までの幅員を変更 

（一部区間の幅員変更 W=１８ｍ→１６ｍ） 

 



【案 件】  

（２）建築基準法第５１条による産業廃棄物処理施設の 

敷地の位置（八戸市長許可）について 

 

【概 要】 

本計画の施設は、令和 2年に建築基準法第 51条ただし書き許可を取得し、産

業廃棄物の破砕処理を行っている施設内に新たに定置式破砕機及び選別機を設

置し、また、敷地が拡張されるもので、処理能力が従前の 1.5倍を超過すること

から、許可を再取得するものである。 

当該計画について、都市内の位置、立地区域、敷地条件、施設計画、交通処理、

環境対策の妥当性の評価において、問題がないと認められるため、建築基準法第

51条ただし書きの規定により、許可しようとするものである。 

なお、本計画の施設は、一般廃棄物処理施設としても許可申請されている。（別

途、八戸市都市計画審議会） 

 

 敷地面積 処理施設 
産廃廃棄物 
処理施設 

一般廃棄物
処理施設 

既 許 可 11,665.48 ㎡ 移動式破砕機 令和2年許可  

今回計画 24,115.86 ㎡ 
[既設] 移動式破砕機 移動範囲増 新規 

[新設] 定置式破砕機・選別機 新規 新規 

 

 

 

申請地 

 


